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今
後
に
お
け
る
中
大
規
模
の

木
造
建
築
に
つ
い
て
語
る
！

〜
日
本
屈
指
の
専
門
家
を
招
い
て
の
講
演
会
を
開
催
〜

一般社団法人　山梨県木造住宅協会  T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・

　一
般
社
団
法
人
山
梨
県
木
造

住
宅
協
会（
中
村
伊
伯
代
表
理

事
）は
去
る
10
月
26
日
、恩
賜
林

記
念
館
に
て
開
催
さ
れ
た
「
第

1
回
地
域
材
担
い
手
セ
ミ
ナ
ー 

H
25 
in
山
梨
」
に
運
営
協
力
団

体
と
し
て
参
加
し
た
。本
セ
ミ

ナ
ー
で
は
「
公
共
建
築
物
等
に

お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に

関
す
る
法
律（
以
下
、木
材
利
用

促
進
法
）」
の
施
行
に
伴
い
増

え
つ
つ
あ
る
中
大
規
模
の
木
造
建
築
物
に
対
し
、地
域
の
工
務
店
、

建
設
会
社
、設
計
者
が
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
か
に

つ
い
て
の
講
演
及
び
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　セ
ミ
ナ
ー
は
、日
本
屈
指
の
木
構
造
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
3
名

を
講
師
に
招
き
、1
人
1
人
講
演
を
行
っ
た
。初
め
に
、東
京
大
学

大
学
院
の
稲
山
正
弘
教
授
に
よ
り
小
規
模
木
造
設
計
か
ら
中
大

規
模
木
造
設
計
へ
の
転
換
手
法
に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

次
に
、東
京
大
学
の
腰
原
幹
雄
教
授
に
よ
り
R
C
構
造
、鉄
骨
構

造
に
お
け
る
部
品
化
、規
格
化
を
転
用
し
た
中
大
規
模
木
造
建
築

の
設
計
に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。最
後
に
京
都
大
学
の
五

十
田
博
教
授
に
よ
り
R
C
構
造
、鉄
骨
構
造
、木
造
の
良
さ
を
活

か
し
た
混
構
造
に
よ
る
中
大
規
模
木
造
の
設
計
に
つ
い
て
の
講
演

が
行
わ
れ
た
。

　そ
の
後
に
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、木
材

利
用
促
進
法
に
よ
り
増
え
つ
つ
あ
る
中
大
規
模
の
木
造
建
築
物
に

つ
い
て
、こ
の
動
き
を
継
続
的
な
も
の
と
す
る
た
め
の
方
策
に
つ

い
て
、五
十
田
教
授
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、稲
山
教
授
、腰
原
教

授
、さ
ら
に
は
本
協
会
の
中

村
代
表
理
事
が
パ
ネ
リ
ス
ト

と
な
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　協
会
で
は
セ
ミ
ナ
ー
を
通

じ
て
、中
大
規
模
の
木
造
建

築
物
の
増
加
と
地
産
地
建

（
地
元
の
木
材
を
使
い
、地
元

の
建
築
士
が
設
計
し
、地
元

で
材
料
を
加
工
し
、地
元
の

工
務
店
が
施
工
す
る
）が
さ

ら
に
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
切

に
願
っ
て
い
る
。

組
合
会
館
が
竣
工

〜
新
た
な
業
界
団
体
の
要
と
し
て
〜

山梨県建設業協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　山
梨
県
建
設
業
協

同
組
合（
浅
野
正
一
理

事
長
・
組
合
員
２
９
４

名
）の
組
合
会
館
が
完

成
し
、10
月
31
日
に
竣

工
式
が
行
わ
れ
た
。

　新
し
い
組
合
会
館

は
、こ
れ
ま
で
組
合
事

務
所
の
あ
っ
た
甲
府

市
丸
の
内
１
丁
目
の

舞
鶴
公
園
南
の
山
梨

県
建
設
業
協
会
の
所

有
地
に
、本
年
６
月
初

旬
に
着
工
、10
月
末
に

完
成
し
た
。

　建
物
は
鉄
骨
造
り

２
階
建
て
、延
べ
床
面

積
4
5
5
㎡
で
、15
台
の
駐
車
場
も
備
え
、山
梨
県
建
築
設
計
監

理
事
業
協
同
組
合
・
山
梨
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
同
組
合
を
は

じ
め
、建
設
業
関
連
の
7
団
体
も
入
居
す
る
。

　竣
工
式
に
は
、組
合
の
役
員
の
他
に
、県
庁
県
土
整
備
部
の
技

監
、入
居
す
る
関
係
団
体
の
代
表
者
、工
事
関
係
者
な
ど
約
30
名

が
出
席
し
、神
棚
遷
座
祭
及
び
竣
工
報
告
祭
な
ど
の
神
事
が
行
わ

れ
た
。

　浅
野
理
事
長
は
「
組
合
の
設
立
か
ら
50
余
年
が
経
過
し
、共
同

事
業
に
対
す
る

積
極
的
な
取
り

組
み
に
よ
り
自

前
の
会
館
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る

に
至
っ
た
。こ
れ

も
組
合
員
の
協

力
と
理
解
に
よ

る
も
の
だ
と
、深

く
感
謝
し
て
い
る
。

今
後
は
、建
設
関

連
団
体
の
要
と

し
て
、業
界
の
発

展
と
振
興
に
役

立
っ
て
い
き
た

い
。」
と
挨
拶
の

中
で
述
べ
た
。

話
題
の「
終
活
」を
活
用
し
、

付
加
価
値
の
創
造
を
！

　
　

  

〜「
終
活
」に
関
す
る
講
習
会
を
開
催
〜

山梨県葬祭事業協同組合  T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　山
梨
県
葬
祭
事
業
協
同

組
合（
保
坂
孝
夫
理
事
長
）

は
去
る
10
月
16
日
、「
葬
祭

業
に
お
け
る『
終
活
』活
用

法
」
と
題
し
た
講
習
会
を

開
催
し
た
。こ
れ
は
、社
会

的
ブ
ー
ム
と
も
な
っ
て
い
る

「
終
活（
人
生
の
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
自
分
ら
し
く
迎
え

る
た
め
、生
前
か
ら
考
え
準

備
す
る
こ
と
）」
に
つ
い
て
、

そ
の
活
用
方
法
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、新
規
顧
客
の
獲
得
、顧
客

満
足
度
の
向
上
等
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。講
師
は
、

葬
儀
相
談
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
市
川
愛
氏
が
務
め
た
。

　講
習
会
の
中
で
市
川
氏
は
、顧
客
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る
1
つ

と
し
て
「
付
加
価
値
の
創
造
」
が
あ
り
、そ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
「
終

活
」
が
あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。現
在
、葬
儀
社
間
に
お
い
て
は

価
格
競
争
が
起
き
て
い
る
。資
本
力
の
弱
い
中
小
企
業
に
と
っ
て
、

価
格
競
争
は
自
身
の
経
営
を
圧
迫
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
の
た
め
、中
小
企
業
は
価
格
で
は
な
く
「
付
加
価
値
を
高
め

る
」
事
で
勝
負
す
べ
き
で
あ
る
。例
え
ば
、顧
客
に
と
っ
て
は
「
価

格
は
安
い
が
、普
通
の
葬
儀
」
と
「
価
格
が
普
通
で
あ
る
が
、感
動

的
な
葬
儀
」
で
は
顧
客
満
足
度
は
同
等
と
な
る
。そ
の
付
加
価
値

向
上
の
た
め
の
1
つ
と
し
て
、「
終
活
」
を
活
用
す
べ
き
で
あ
る

と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　最
後
に
、市
川
氏
は
「
人
々
の
葬
儀
意
識
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る

中
で
、こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
掴
む
た
め
に
は『
付
加
価
値
の
創
造
』が

重
要
で
あ
る
。終
活
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
付
加
価
値
を
創
造

し
、顧
客
満
足
度
の
向
上
に
努

め
て
い
け
ば
、新
規
顧
客
の
獲

得
、顧
客
満
足
度
の
向
上
に
繋

が
っ
て
い
く
」
と
述
べ
て
い
た
。

　こ
の
研
修
を
終
え
て
、保
坂

理
事
長
は
「
終
活
は
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
も
の
で
は
な
く
、ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
も
の
。自
分
自
身
の
最
期

を
自
分
ら
し
く
迎
え
る
準
備
で

あ
る
。今
回
の
研
修
を
活
か
し
、

顧
客
に
対
し
積
極
的
に
終
活
支

援
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
て
い
た
。

完成した新会館

終活の活用法について学ぶ組合員

当日は県内の工務店、建築士等
約140名の参加があった

パネルディスカッションでは
熱い議論が交わされた

講師の「葬儀相談員」市川愛氏

清め祓いの儀に立ち会う浅野理事長


